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運用のながれ
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登録登録対象
見つけ出し 届出

届出済情報
の管理

HosCanR等の

入力ソフトウエ
アや電子届出
票PDFファイル
に入力します

オンラインシス
テムを用いて提
出します

診療情報や医
事会計情報か
ら、登録の必要
がある症例を見
つけ出します



登録業務を行う担当者
• 医師、看護師に限らず、診療情報管理士、医師事務作業補助者等の事務職が
登録実務者として業務を行うこともできます。

• どのぐらいがん患者がいるかにより、運用が異なります。

がん関係
情報抽出

登録実務者が
登録対象
見つけ出し
CaseFinding

登録実務者が
登録

がん患者が多い病院 がん患者が少ない病院／診療所 診療所

がん関係
情報抽出

登録実務者が
登録対象
見つけ出し
CaseFinding

医師が
登録

医師が
登録

医師が
がん患者を
診察
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登録
実務者

または



●登録対象見つけ出し Case Finding

• 登録対象見つけ出しとは

➢診療情報からがん登録対象となる可能性のある患者を拾い出し、
その中から、診療録を調査して、登録対象か否かの判断をすること

• タイミング

➢（がん患者さんが多い場合）年に1回まとめてでもよいし、診療の都度忘れ
ないうちにでもよい

➢（がん患者さんが多い場合）定期的に初回の情報から5～6ヶ月後頃

• 使用する情報

➢病名や病理診断等

病院の診療情報からがんに
関係がありそうな情報を抽出

カルテを見て登録
対象か、チェック

振り分け

登録
対象

登録
対象外
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登録対象見つけ出しに使用する病名  がん登録の対象となるICD-10コード（対象コード）

院内がん登録支援のページ＞学ぶ・調べる＞2.院内がん登録運用マニュアル
https://ctr-info.ncc.go.jp/hcr_info/
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院内がん登録支援



●登録する
◼ 登録対象見つけ出しで登録対象と判定した症例について、診療
録等から登録項目を調べて登録します。

➢ファイルに直接入力する場合

• 電子届出票PDFファイルに入力します。

• 1ファイルにつき10件まで入力できます。

➢ソフトウエアに入力する場合

• 全国がん登録用の簡単な項目が登録できるソフトウエア
（Hos-CanR Lite）で入力します。

◼ いずれも国立がん研究センターより無償で提供されています。
下記よりダウンロードできます。

http://ganjoho.jp/reg_stat/can_reg/national/hospital/e-rep/index.html

がん情報サービス > 医療関係者向け>がん登録 > 

全国がん登録 > 病院・診療所向け情報 > 全国がん登録への届出
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全国がん登録届出
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手順①
都道府県を選択します。
手順②
病院・診療所を選択します。
手順③
「次へ」を押下します。

手順④
パスワードを決めて入力して
ください。
※以下の3種類を含む8文字
以上
・英大文字又は英小文字
・10進数の数字
・アルファベット以外の文字

手順⑤
ダウンロードします。

手順⑥
ファイル名称は自動発行さ
れますので、変更しないで下
さい。

電子届出票PDFファイル(PDF直接入力でもソフトウェア出力でも使用)

全国がん登録届出 全国がん登録への届出>電子届出票ダウンロード

手順⑦
パスワード
を入力して
ファイルを
開きます

手順⑧
届出種別を
選択します。
（詳細は次
スライド）

手順⑨
届出者等を
入力します。

手順⑩
最後に確定
ボタンを押
して上書き
保存します。
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P15-16ファイルに直接入力する場合

手順⑧で、届出種別を「届出票」を選択します。

PDFファイルの2ページ目以降のチェックボック
スをオンにして 、届出内容を入力します。
10症例まで入力できます。

ファイルに直接入力する場合は、
2ページ目以降に入力します。
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ソフトウエアに入力する場合

添付ファイ
ルのアイコ
ンを選択し
ます。

ファイル追加
ボタンを選択
し、添付する
CSVファイル
を選択します。

CSVファイ
ルが添付さ
れたことを確
認します。

手順⑧で、届出種別を「csvファイル添付」を選択します。

HosCanR Liteから抽出したcsvファイルを添付すること
ができます。

ソフトウエアに入力する場合は、
HosCanR Liteに入力したデー
タをcsvファイル形式で抽出しま
す。
csvファイルを電子届出票PDF

ファイルに添付することで、暗号
化されます。



電子届出票PDFファイルの入手方法

•がん情報サービスWEBからダウンロードします。

•ダウンロード時にパスワードを決めます。ファイルを開
くときにパスワードが必要です。

•届出票入力が終了したら、確定ボタンを押します。未確
定ファイルは提出することができません。

•ダウンロードしてから60日の有効期限が設定されてお

り、期限を過ぎると編集が一切できなくなります。確定
ボタンも押せません。

•同じファイルを使い回さずに、その都度ダウンロードし
てください。
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●届出する
◼ 安全管理上、がん登録オンラインシステム（GTOL）によるVPN接
続での届出を推奨しています。

◼ 回線・端末要件を確認し、国立がん研究センターがん情報サービ
スサイトから利用手続きを行って下さい。
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全国がん登録届出



はじめての場合
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GTOL利用手続きサイトから
申込を行い、VPN接続ツー
ルをインストールします。

関連マニュアルはここから

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/national/hospital/e-

rep/online.html

GTOL使用の操作方法マニュアル

継続使用の場合
・GTOL証明書を更新します。
（年1回）
・担当者変更で、有効な利
用責任者が不在にならない
よう、変更手続きや、ログ
インID,パスワード、登録
メールアドレスの管理を
行ってください。
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GTOLをはじめて使用する場合
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がん登録オンラインシステム> GTOLご利用手続きサイトへ全国がん登録届出
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VPNの接続方法



15



16

GTOLのログオン方法
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GTOLトップページ
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GTOLを継続使用する場合

がん登録オンラインシステム> GTOL証明書更新手順全国がん登録届出
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GTOLの届出方法

２

２

１ 届出用PDF

ファイルを順次
して「全国がん
登録届出」をク
リックします

届出後に状態
を確認します。



届出票状態 内容 対応

アップロード済み 電子届出票ファイルをサーバー
にアップロードした状態、

かつサーバーでのチェック前の
状態

これからチェックがかかり
ますので、チェック結果を
確認してください。
時間がかかる場合がありますので、
確認は翌日でもよいです。

エラー サーバーでのチェックにより、電
子届出票ファイルに書式やレイ
アウト上のエラーが検出された
状態

エラー内容を確認し、修正
後、再アップロードしてくだ
さい。

チェック済み アップロードした電子届出票ファ
イルに対するセキュリティ上の検
査および、ファイル内容のチェッ
クがサーバーで完了した状態

医療機関の届出に係る作
業は終了（提出完了）とな
ります。
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GTOLの届出票の状態



よくみられるエラー

エラー 内容

側性と原発部位の
矛盾

“両側”が使える部位（卵巣、腎臓、眼）以外に
“両側”が使われている

E4004

治療施設と治療有
無と進展度・術度病
理学的の矛盾

治療施設が“1診断のみ”または“4初回治療終
了後”にかかわらず、治療が“1あり”になってい
る、または、進展度・術度病理学的に“777該当
なし”、“660手術なし”以外が用いられている

E4014

E4015

E4021

性状と進展度の矛
盾

“性状2上皮内”なのに進展度が限局以上
“性状3悪性“なのに進展度が上皮内

E4010

E4013

E4012
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➢ 項目間の整合性については、届出項目の研修で説明しています。

➢ GTOLマニュアル4章 全国がん登録への届出 付録インポートエ
ラー一覧を参照してください。
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都道府県がん登録室からのお知らせ

都道府県がん登録室から各医療機関へお知らせがあると、登録したメールアドレス宛
に連絡がありますので、GTOLにログインしてから、メッセージを確認します。



がん登録オンラインシステムの連絡先

➢国立がん研究センター がん登録オンラインシステム

専用問合せフォーム

https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/national/hospital/e-
rep/online.html
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全国がん登録届出



オンライン届出ができないとき

◼回線・端末要件が整わず、オンライン提出にどうして
も対応できない場合は、PDFファイルに入力の上、
CD等に保存し、追跡可能な方法で各都道府県届出
先まで郵送していただくよう、お願いしています。

◼ PDFファイルは保存時に簡易エラーチェックがかかる

ことと、万一の郵便事故の際にもパスワード保護が
かかっているため、漏洩リスクを低減可能なためです。

◼個人情報を含む資料の一般のインターネット（メール
等）を用いた移送は禁止されています。
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届出（提出）の時期

⚫一定の期間内の届出が義務づけられています

⚫推奨届出時期に間に合わなければ、その年の罹患数に反映さ
れない可能性があります

⚫推奨届出時期までであれば、施設に適した時期に提出してもよ
いです

⚫推奨届出時期を過ぎて届出漏れを発見した場合は、登録室に
連絡の上、提出してください。

⚫院内がん登録症例集計参加病院は、症例収集期間内です。

診断日 推奨届出時期

1月1日～12月31日 翌年12月末日まで

P10～11
26

（法第６条第１項、第７条）



●届出済み症例の把握・管理
•登録・届出した症例は管理してください

• CaseFinding時に、登録済みか調べることができます。

•届出された内容について疑問点がある場合、登録室から
問合せすることがあります。

• HosCanR Liteはソフトウエアなので、データの管理が容
易です

•電子届出票PDFファイルは1ファイル10件までしか保存
できません。パスワードが必要です。
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